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　 今
発
表
は
、
人
口
減
少
が
益
々
社
会
問
題
と
し
て
深
ま
る
中
、
寺
院
を
取
り
巻
く
状
況
は
よ
り
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
、
教
師
の
資
質
向
上
は
も
と
よ
り
寺
院
・
教
師
の
あ
り
方
が
ま
さ
に
問
わ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
寺
院
の
護
持
や
維
持
運
営

と
い
う
面
で
も
様
々
な
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
る
。
過
疎
地
域
に
お
け
る
寺
院
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
寺
院
の
死
活
問
題
と

し
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
三
つ
の
先
行
事
例
を
現
地
調
査
し
今
後
の
寺
院
、
教
師
が
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

模
索
す
る
際
の
参
考
資
料
の
一
つ
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

は
じ
め
に

　 こ
れ
ま
で
、「
過
疎
地
域
寺
院
活
性
に
向
け
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
研
究
を
進
め
て
き
た
。
当
初
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
人
口
の

流
出
と
寺
院
維
持
・
運
営
に
お
け
る
展
望
は
、
先
細
り
感
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
Ｐ
Ｔ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
所
報
第

四
十
四
号
報
告
）、
教
師
の
危
機
感
が
顕
著
に
表
れ
、
今
の
う
ち
か
ら
自
坊
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
る
が
、
何
を
す
れ
ば

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
ど
と
い
う
戸
惑
い
の
声
が
あ
る
こ
と
が
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
過
疎
地
域
に
あ
る
寺
院
は
、
現
存

す
る
檀
信
徒
・
地
域
住
民
と
の
よ
り
深
い
関
係
性
を
模
索
す
る
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
、
都
市
部
の
人
口
密
集
地
で
の
寺
院
は
そ
れ
以
前

研
究
ノ
ー
ト

過
疎
地
域
寺
院
活
性
へ
向
け
た
取
り
組
み

　
　
　
　
　 │
先
行
事
例
か
ら
学
ぶ
│

河
　 﨑
　 俊
　 宏
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に
、
そ
の
地
域
に
寺
院
が
存
在
す
る
こ
と
を
如
何
に
し
て
認
知
し
て
も
ら
う
か
と
い
う
取
り
組
み
を
試
み
る
と
い
う
傾
向
が
強
い
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
過
疎
地
域
寺
院
の
深
刻
な
問
題
と
共
に
、
す
で
に
信
仰
生
活
の
希
薄
化
や
人
と
人
と
の
関
わ
り
が
極
端
に

薄
く
な
っ
た
都
市
部
の
人
口
密
集
地
に
お
け
る
寺
院
は
、
寺
院
が
信
仰
生
活
と
共
に
あ
る
と
い
う
基
盤
が
す
で
に
崩
れ
て
お
り
、
今
日
の

人
口
減
少
に
伴
う
過
疎
地
域
寺
院
の
危
機
的
一
面
と
共
に
、
都
市
部
の
人
口
密
集
地
で
の
寺
院
も
更
な
る
深
刻
な
危
機
意
識
を
持
っ
て
取

り
組
む
必
要
性
を
示
し
警
鐘
を
す
で
に
鳴
ら
し
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
過
疎
地
域
寺
院
よ
り
も
す
で
に
深
刻
な
問
題
を

抱
え
て
い
た
と
い
う
事
が
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　 過
疎
地
域
寺
院
活
性
化
に
向
け
た
「
意
識
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
「
本
宗
寺
院
に
お
け
る
過
疎
対
策
、
寺
院
活
性
化
に
向
け
た
一
考
察
」

（
所
報
第
四
十
五
号
）
で
、
限
界
集
落
は
こ
う
し
て
復
活
で
き
る
、
活
性
化
の
進
め
方
を
研
究
発
表
し
、
発
想
力
と
実
行
力
を
学
ぶ
こ
と

に
主
眼
を
置
き
、
石
川
県
羽
咋
市
の
市
役
所
に
努
め
る
公
務
員
の
取
り
組
み
を
現
地
調
査
・
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
も
の
を
発
表
し
た
。

そ
れ
が
後
日
、
テ
レ
ビ
等
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
同
発
表
で
は
社
会
福
祉
法
人
が
廃
寺
と
な
っ
た
寺
院
を

地
域
ぐ
る
み
の
「
社
会
的
包
括
性
」
と
い
う
視
点
か
ら
の
取
り
組
み
事
例
を
現
地
調
査
し
、
過
疎
地
域
寺
院
活
性
化
に
お
け
る
一
つ
の
考

え
方
と
し
て
の
「
社
会
的
包
括
性
」
と
い
う
地
域
と
寺
院
と
の
関
係
を
立
脚
点
と
し
た
活
性
化
プ
ラ
ン
に
繋
が
る
取
り
組
み
が
模
索
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
案
を
発
表
と
し
て
き
た
。

　 こ
の
様
に
調
査
研
究
を
進
め
て
来
る
と
、
過
疎
地
域
寺
院
の
具
体
策
を
報
じ
る
際
、
活
性
化
に
向
け
た
先
行
事
例
が
幾
つ
か
に
分
類
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

　 過
疎
地
域
寺
院
が
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
む
際
、
様
々
な
要
素
を
考
慮
し
立
地
条
件
や
環
境
、
住
職
や
寺
族
の
目
指
す
方
向
性
、
檀

信
徒
、
地
域
住
民
の
意
識
な
ど
複
合
的
な
諸
条
件
に
よ
っ
て
、
ど
の
試
み
や
形
態
が
合
致
し
、
模
索
し
て
い
く
上
で
最
善
で
あ
る
か
を
判

断
し
て
頂
く
一
つ
の
資
料
と
な
れ
ば
と
思
う
。

　 今
回
、
過
疎
地
域
寺
院
の
活
性
化
に
向
け
た
先
行
事
例
を
現
地
調
査
し
、
次
の
項
目
に
整
理
し
て
み
た
。
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　 ・
会
場

　 ・
期
間

　 ・
内
容

　 ・
目
的

　 ・
主
催

　 ・
後
援
・
協
力
・
ス
ポ
ン
サ
ー

　 ・
広
報
の
方
法

　 ・
運
営
方
法

　 ・
対
象
者

　 ・
特
徴

　 ・
今
後
の
課
題

以
上
項
目
ご
と
に
先
行
事
例
を
ま
と
め
た
も
の
が
次
の
三
つ
で
あ
る
。

　 一
、
山
間
部

　 寺
院
の
「
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
木
音
（
き
の
こ
え
）」
の
取
り
組
み

　 事
例

　
　
　
　
　
　
　 限
界
集
落

　 輪
島
市
町
野
町
金
蔵

　 浄
土
真
宗

　 慶
願
寺

　 二
、「
七
尾

　 山
の
寺
の
日
」
の
取
り
組
み

　 事
例

　
　
　
　
　
　
　 過
疎
地
域

　 七
尾
山
の
寺
地
域
振
興
会
・
山
の
寺
道
交
会
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　 三
、「
あ
か
り
の
こ
み
ち
」
の
取
り
組
み

　 事
例

　
　
　
　
　
　 長
谷
川
等
伯
を
偲
ぶ
六
〇
〇
基
の
あ
か
り
が
山
の
寺
に
灯
る

以
上
の
先
行
事
例
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い
発
表
す
る
。

一
、
限
界
集
落

　 山
間
部
の
事
例

　
　
　
　
　 浄
土
真
宗

　 慶
願
寺

　 「
寺
院
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
木
の
音
」

　 石
川
県
輪
島
市
町
野
町
金
蔵
地
区

　 能
登
の
里
山
里
海

　 二
〇
一
一
年
世
界
農
業
遺
産
認
定

　
　 山
間
部
の
標
高
百
メ
ー
ト
ル
集
落

　 農
業
、
棚
田
・
畜
産
業
、
牛

　 輪
島
市
人
口
二
八
、
九
五
三
名

　 世
帯
数
一
二
、
九
一
七
世
帯
（
二
〇
一
五
年
）

　
　 男
性
一
三
、
六
七
二
名

　 女
性
一
五
、
二
八
一
名

　

　 町
野
町
金
蔵
地
区
人
口

　 一
六
一
名

　 世
帯
数
一
六
〇
世
帯
（
二
〇
一
〇
年
）

　
　 男
性
六
十
九
名

　
　 女
性
九
十
一
名

＊ 

金
沢
大
学

　 日
本
海
域
研
究
四
十
四
号

　 輪
島
市
町
野
町
金
蔵
に
お
け
る
昭
和
初
期
〜
昭
和
四
十
年
代
（
一
九
二
〇
年
代
後
半
〜
一
九

七
〇
年
前
半
）
の
棚
田
と
里
山
の
利
用
・
管
理
と
い
う
発
表
が
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
二
〇
一
一
年

　 世
帯
数
六
四
世
帯
、
人
口
一
五

六
名
と
あ
る
。
金
蔵
地
区
は
一
・
二
・
三
地
区
あ
る
が
今
発
表
の
人
口
用
の
数
字
は
金
蔵
一
・
二
・
三
地
区
を
含
む
数
字
と
す
る
。
金
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沢
大
学

　 日
本
海
域
四
四
号
発
表
の
数
字
は
そ
の
内
二
地
区
の
数
字
と
示
し
て
い
る
も
の
か
表
記
・
備
考
等
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
に

数
字
に
大
き
な
誤
差
が
生
じ
て
い
る
。

　

 

　 金
蔵
地
区
は
昔
、
金
の
鶴
が
舞
い
降
り
た
と
さ
れ
る
伝
説
が
残
る
。
金
蔵
寺
と
い
う
真
言
宗
お
寺
を
中
心
に
栄
え
た
地
域
。
こ
の
集

落
に
は
五
ヶ
寺
（
浄
土
真
宗
正
願
寺
・
浄
土
真
宗
正
楽
寺
・
浄
土
真
宗
慶
願
寺
・
浄
土
真
宗
圓
徳
寺
・
真
言
宗
金
蔵
寺
）
が
あ
る
。
高

齢
率
五
〇
％
超
え
る
過
疎
高
齢
化
地
区
、
農
業
人
口
の
減
少
に
伴
う
耕
作
地
放
棄
の
増
加
、
限
界
集
落
。
石
川
県
金
沢
大
学
と
の
連
携

に
よ
っ
て
、
里
山
里
海
自
然
学
校
、
水
質
調
査
、
植
物
、
水
生
動
物
等
の
調
査
、
カ
エ
ル
類
の
研
究
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

◎
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
木
音

　 浄
土
真
宗

　 慶
願
寺

　 開
草
以
来
六
〇
〇
年
の
寺
院

　 そ
の
渡
り
廊
下
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
開
く
。
き
っ
か
け
は
金
蔵
地
区
毎
年
の

町
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
「
金
蔵
万
燈
会
」（
二
〇
〇
二
年
）
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
日
限
定
で
境
内
に
カ
フ
ェ
を
開
く
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
を

き
っ
か
け
と
し
て
お
寺
で
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
木
音
（
き
の
こ
え
）
が
オ
ー
プ
ン
。
寺
院
の
カ
フ
ェ
が
話
題
性
を
呼
ぶ
。
地
域
の
金
蔵
団
子
、

金
蔵
地
区
の
野
菜
を
使
っ
た
ピ
ザ
や
カ
レ
ー
、
ケ
ー
キ
と
珈
琲
と
い
っ
た
食
事
を
提
供
。
庫
裡
か
ら
本
堂
へ
の
渡
り
廊
下
を
利
用
し
て
テ

ー
ブ
ル
、
椅
子
を
配
置
、
前
庭
を
眺
め
な
が
ら
と
い
う
演
出
。
一
般
来
客
者
・
観
光
客
も
受
け
入
れ
、
過
疎
地
域
に
あ
る
こ
の
寺
院
の
特

徴
を
生
か
し
た
活
性
化
策
を
試
み
る
。

　 オ
ー
プ
ン
よ
り
約
十
年
、
現
在
は
閑
散
と
し
た
状
況
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
併
せ
て
受
け
入
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
。
山
間
部

　 限
界

集
落
の
寺
院
が
活
性
化
に
試
み
た
こ
の
企
画
は
、
約
十
年
と
持
た
ず
に
今
の
状
況
。
そ
の
考
え
ら
れ
る
要
素
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
例
か
ら
私
た
ち
は
過
疎
地
域
寺
院
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
際
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
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オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
木
音
か
ら
学
ぶ
も
の
（
個
人
主
導
型
例
）

　 ・
会

　 場

　 輪
島
市
町
野
町
金
蔵

　 慶
願
寺

　 寺
院
境
内
と
渡
り
廊
下

　 ・
期

　 間

　 寺
院
年
中
行
事
以
外
の
営
業

　
　 ・
内
容

　 地
元
の
食
材
を
生
か
し
た
軽
食
喫
茶

　 ・
目

　 的

　 過
疎
地
域
寺
院
の
活
性
化
と
地
域
振
興
の
取
り
組
み

　 地
元
食
材
の
活
用

　 ・
主
催
・
企
画
者

　 寺
院
坊
守
さ
ん

　
　 ・
広
報

　 地
元
報
道
機
関
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　 ・
運

　 営

　 坊
守
一
人

　 ・
対
象
者

　 地
域
住
民
、
地
域
以
外
の
同
市
町
村
住
民
・
県
外
観
光
者
・
地
域
の
金
沢
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
対
象

　 ・
特

　 徴

　 山
間
部
の
限
界
集
落
に
あ
る
お
寺
が
試
み
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

　
　
　
　
　
　 地
産
地
消
型

　 地
域
と
特
産
物
等
を
巻
き
込
む
形
で
の
試
み

●
今
後
の
課
題

　

 

　 オ
ー
プ
ン
当
初
、
お
寺
が
カ
フ
ェ
と
い
う
こ
の
地
域
に
は
大
変
珍
し
い
と
反
響
大
き
か
っ
た
。
そ
の
興
味
も
２
〜
３
年
は
人
足
が
期

待
で
き
た
が
、
そ
れ
以
降
リ
ピ
ー
タ
が
少
な
い
、
ま
た
境
内
の
整
備
や
維
持
に
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

 

　 ほ
ぼ
一
人
で
の
、
営
業
は
様
々
な
面
に
影
響
が
出
て
イ
ベ
ン
ト
併
用
へ
移
行
も
自
然
の
流
れ
か
。
こ
の
事
例
は
過
疎
地
域
寺
院
の
活

性
を
試
み
る
際
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
考
え
る
。

二
、「
七
尾

　 山
の
寺
の
日
」
の
取
り
組
み

　 事
例

　
　
　
　 過
疎
地
域

　 七
尾
市
山
の
寺
地
域
振
興
会
・
山
の
寺
道
交
会
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　 石
川
県
七
尾
市
小
島
町
地
区

　 通
称

　 山
の
寺
寺
院
群
（
現
在
十
六
ヶ
寺
）

　
　 浄
土
宗
三
ヶ
寺
・
真
言
宗
一
ヶ
寺
・
曹
洞
宗
四
ヶ
寺
・
法
華
宗
二
ヶ
寺
・
日
蓮
宗
六
ヶ
寺

　 七
尾
市
の
人
口

　 五
五
、
五
一
三
人

　 世
帯
数

　 二
二
、
一
七
一
世
帯
（
二
〇
一
五
）

　
　 男
性

　 二
六
、
二
八
四
人

　
　 女
性

　 二
九
、
二
二
九
人

　 小
島
地
区
の
人
口

　 一
、
一
三
三
人

　 世
帯
数

　 五
五
〇
世
帯

　
　 男
性

　 五
八
一
人

　
　 女
性

　 五
五
二
人

山
の
寺
寺
院
群
の
歴
史

　

 

　 能
登
半
島
の
内
浦
に
位
置
し
、
能
登
半
島
最
大
の
都
市
。
前
田
利
家
の
居
城
小
丸
山
城
の
西
側
。
七
尾
は
古
来
よ
り
天
然
の
良
港

（
七
尾
湾
）、
北
前
船
な
ど
海
運
業
盛
ん
な
町
で
あ
っ
た
。
七
尾
は
七
尾
城
主
、
畠
山
文
化
の
影
響
で
京
都
と
の
繋
が
り
が
強
く
、
京
都

の
文
化
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
入
り
商
業
が
盛
ん
な
町
衆
文
化
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

一
五
八
一
年
（
天
正
九
年
）
前
田
利
家
が
小
丸
山
城
入
城
に
際
し
、
奥
能
登
方
面
か
ら
の
防
御
の
為
に
浄
土
真
宗
以
外
の
各
宗
派
寺
院
を

二
十
九
ヶ
寺
を
配
置
、
現
在
十
六
ヶ
寺
現
存
。

　

 

　 （浄
土
宗
の
寺
院
は
知
恩
院
直
末
三
ヶ
寺
・
曹
洞
宗
總
持
寺
直
末
三
ヶ
寺
、
總
持
寺
派
一
ヶ
寺
・
真
言
宗
高
野
山
一
ヶ
寺
・
法
華
宗

本
成
寺
末
一
ヶ
寺
、
本
門
法
華
宗
妙
蓮
寺
派
一
ヶ
寺
・
日
蓮
宗
京
都
本
圀
寺
末
二
ヶ
寺
、
京
都
立
本
寺
末
二
ヶ
寺
、
京
都
本
法
寺
直
末

一
ヶ
寺
）
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「
七
尾

　 山
の
寺
の
日
」

　
 

　 第
三
回
を
数
え
る
「
七
尾

　 山
の
寺
の
日
」
そ
の
前
身
に
は
教
員
を
定
年
退
職
し
た
一
人
の
元
教
員
の
熱
い
地
域
愛
が
あ
っ
て
今
日

に
至
っ
て
い
る
。「
山
の
寺
の
日
」
に
至
る
前
は
「
山
の
寺
学
」
と
い
う
六
年
間
に
渡
る
十
六
ヶ
寺
の
各
寺
院
を
会
場
と
し
た
市
民
講

座
の
催
し
を
試
み
る
。
地
域
の
人
に
よ
り
地
域
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
全
体
の
文
化
的
価
値
を
共
有
す
る
と
い
う
講
座
を
毎
年
二
回

開
い
た
。
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
の
が
中
濱
耕
平
氏
、
教
員
で
あ
っ
た
中
濱
氏
は
定
年
退
職
し
た
後
、
人
脈
を
生
か
し
、
山
の

寺
寺
院
群
を
紹
介
し
関
係
資
料
を
自
ら
も
作
成
し
て
、
各
寺
院
の
住
職
が
講
師
と
な
っ
て
講
演
。
そ
の
ス
タ
イ
ル
で
宗
派
を
問
わ
ず
こ

の
地
域
寺
院
の
活
性
化
に
向
け
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
こ
と
は
宗
門
の
伝
道
部
過
疎
地
域
寺
院
活
性
化
に
向
け
た
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
紹
介

さ
れ
た
。
六
年
間
で
一
二
ヶ
寺
、
四
ケ
寺
の
住
職
に
は
理
解
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
。「
動
の
人
と
、
静
の
人
」
動
の
人
の
賛

同
協
力
が
あ
っ
て
「
山
の
寺
学
」
が
出
来
た
と
彼
は
い
う
。
二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五
）
か
ら
は
、「
七
尾

　 山
の
寺
の
日
」
と
題

し
て
一
日
の
み
限
定
で
、
山
の
寺
寺
院
群
十
六
ケ
寺
全
寺
院
が
寺
宝
を
公
開
し
、
各
寺
院
で
特
色
あ
る
寺
院
行
事
、
催
事
を
行
う
「
七

尾

　 山
の
寺
の
日
」
を
企
画
開
催
し
た
。
主
催
は
山
の
寺
道
交
会
（
十
六
ケ
寺
住
職
の
会
）、
七
尾
山
の
寺
地
域
振
興
会
（
実
行
委
員

長
中
濱
耕
平
・
実
行
委
員
小
島
町
二
丁
目
壮
年
会
々
員
）
が
主
と
な
っ
て
地
域
ぐ
る
み
の
地
域
寺
院
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
む
組
織

を
結
成
。
三
年
目
の
今
年
は
、
北
陸
新
幹
線
開
通
も
あ
り
後
援
、
協
力
、
ス
ポ
ン
サ
ー
も
集
め
行
政
・
民
間
を
巻
き
込
み
開
催
に
至
っ

た
。

「
七
尾

　 山
の
寺
の
日
」
か
ら
学
ぶ
も
の
（
社
会
包
括
的
組
織
運
営
例
）

　 ・
会

　 場

　 七
尾
市
小
島
地
区
山
の
寺
寺
院
群

　 十
六
ケ
寺
全
寺
院
会
場

　 ・
期

　 間

　 二
〇
一
五
年
（
平
成
二
十
七
）
十
月
二
十
四
日
（
土
）
九
時
〜
十
六
時

　 ・
内

　 容

　 全
寺
院

　 寺
宝
一
斉
公
開

　 長
谷
川
等
伯
関
連
寺
宝
一
挙
公
開
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　 寺
院
行
事
・
催
事
開
催

　 ・
目

　 的

　 山
の
寺
寺
院
の
活
性
化
と
過
疎
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
。

　
　
　
　
　
　 ま
た
、
地
域
の
人
々
に
宝
の
山
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
事
を
目
指
す
。

　 ・
主

　 催

　 山
の
寺
道
交
会

　 七
尾
山
の
寺
地
域
振
興
会

　 ・
後

　 援

　 七
尾
市

　
　 北
国
新
聞
社

　
　 富
山
新
聞
社

　
　 Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
な
な
お

　
　
　
　
　
　 Ｆ
Ｍ
石
川

　 テ
レ
ビ
金
沢

　 Ｍ
Ｒ
Ｏ
北
陸
放
送

　
　 Ｊ
Ｒ
西
日
本

　

　 ・
協

　 力

　 石
川
県
七
尾
美
術
館
（
地
元
出
身

　 長
谷
川
等
伯
美
術
館
）

　
　 ・
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

　
　
　
　
　
　 山
の
寺
寺
院
群
十
六
ヶ
寺

　 ・
ス
ポ
ン
サ
ー
広
告
企
業

　 （銀
行
）
の
と
共
栄
信
用
銀
行

　 （地
元
企
業
）
八
社

　 ・
広

　 報

　 報
道
各
社

　
　 ポ
ス
タ
ー

　
　 チ
ラ
シ

　
　
　
　
　
　 旅
行
会
社

　
　 Ｊ
Ｒ
西
日
本

　
　 Ｊ
Ｔ
Ｂ

　
　 北
国
観
光

　 ・
運

　 営

　 山
の
寺
道
交
会

　
　 七
尾
山
の
寺
地
域
振
興
会
委
員

　 ・
対
象
者

　 七
尾
市
民
・
市
民
以
外
の
県
内
県
民
・
北
陸
三
県
か
ら
の
来
場
者

　
　
　
　
　
　 関
西
圏
か
ら
の
来
場
者
・
関
東
圏
か
ら
美
術
館
来
場
者
か
ら
の
流
れ

　
　
　
　
　
　 一
、
〇
〇
〇
人
の
来
場
者

　 ・
特

　 徴

　 文
化
的
付
加
価
値
を
目
的
と
し
た
来
場
者
（
寺
宝
展
の
他
に
催
事
）

　
　
　
　
　
　 十
六
ケ
寺
寺
宝
一
挙
公
開
、
長
谷
川
等
伯
の
影
響
、
表
千
家
の
お
茶
会

　
　
　
　
　
　 日
本
画
展
、
寺
ヨ
ガ
、
禅
粥
、
座
禅
体
験
、
仏
像
彫
刻
展
、
染
色
展
、
輪
島
塗
展

　
　
　
　
　
　 能
面
展
、
写
経
体
験
、
絵
手
紙
展
、
地
元
野
菜
即
売
な
ど
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●
今
後
の
課
題

　
 

　 今
後
、
こ
の
「
七
尾

　 山
の
寺
の
日
」
を
続
け
て
い
く
か
ど
う
か
は
山
の
寺
寺
院
群
の
各
住
職
側
の
気
持
ち
次
第
と
実
行
委
員
長
は

言
う
。

　
　 寺
院
・
住
職
の
意
識
改
革
が
も
っ
と
必
要

　
　

　
　 寺
院
の
檀
信
徒
協
力
体
制
を
構
築
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

　
　 檀
信
徒
に
檀
家
寺
の
歴
史
や
価
値
を
深
め
て
も
ら
え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

　
　 寺
が
栄
え
れ
ば
、
そ
の
地
域
全
体
が
栄
え
る
と
い
う
意
識
を
継
続
で
き
る
か

　
　 運
営
委
員
の
高
齢
化
（
平
均
年
齢
五
十
代
後
半
か
ら
六
十
代
）

三
、「
あ
か
り
の
こ
み
ち
」
の
取
り
組
み

　 事
例

　
　 灯
り
で
つ
な
ぐ
能
登
半
島

　 「
能
登
ふ
る
さ
と
博
」

　
　
　
　
　 〜
長
谷
川
等
伯
を
偲
ぶ
六
百
基
の
あ
か
り
が
山
の
寺
に
灯
る
〜

　
　 石
川
県
七
尾
市
小
島
町
山
の
寺
寺
院
群

　
　 七
尾
市
の
人
口
、
世
帯
数
、
男
女
別
人
口
統
計
な
ら
び
に
小
島
町
の
人
口
に
関
す
る
デ
ー
タ
ー
は
先
の
発
表
を
参
照
（
同
じ
地
区
）

第
六
回
あ
か
り
の
こ
み
ち

　

 

　 七
尾
市
出
身
の
長
谷
川
等
伯
没
後
四
百
回
忌
法
要
が
等
伯
生
家
菩
提
で
あ
る
日
蓮
宗
寺
本
延
寺
（
河
﨑
俊
栄
住
職
）
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
等
伯
没
後
四
百
年
を
機
に
、
様
々
な
方
面
で
等
伯
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
り
、
地
元
行
政
（
七
尾
市
観
光
交
流
課
）
も
支
援
し
、
民

03-06　河﨑.indd   203 2017/04/10   9:55



現代宗教研究　第50号（2016.3）　　204

間
が
主
と
な
っ
て
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。

　
 

　 『
灯
り
で
つ
な
ぐ
能
登
半
島
能
登
ふ
る
さ
と
博
』
と
名
目
で
、「
長
谷
川
等
伯
を
偲
ぶ

　 六
百
基
の
あ
か
り
が
山
の
寺
に
灯
る
」
と
題

し
た
今
回
の
催
し
は
、
第
六
回
を
数
え
没
後
四
百
年
よ
り
毎
年
、
生
家
菩
提
寺
で
あ
る
本
延
寺
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

 

　 主
催
は
山
の
寺
寺
院
群

　 あ
か
り
の
こ
み
ち
実
行
委
員
会
、
主
に
地
元
ロ
ー
カ
ル
「
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
な
な
お
」
が
主
と
な
っ
て
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
ラ
ジ
オ
局
は
、
地
元
新
聞
社
で
あ
る
北
国
新
聞
社
が
母
体
と
な
っ
て
い
る
。

　

 

　 こ
の
あ
か
り
の
こ
み
ち
実
行
委
員
会
の
委
員
（
運
営
）
は
、
小
島
地
区
の
青
年
団
（
二
〇
代
後
半
か
ら
四
〇
代
）
で
組
織
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
組
織
は
地
域
の
神
社
祭
礼
に
奉
仕
し
て
い
る
地
域
住
民
の
青
年
層
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
運
営
費
は
行
政
の
補
助
金
と
ス

ポ
ン
サ
ー
企
業
が
毎
年
支
援
し
て
実
行
さ
れ
て
い
る
。

　

 

　 当
日
は
、
夕
方
よ
り
六
〇
〇
基
の
行
燈
に
あ
か
り
が
灯
さ
れ
、
山
間
部
で
あ
る
山
の
寺
と
い
う
幻
想
的
な
世
界
が
浮
か
び
上
が
る
。

今
回
は
三
部
制
の
構
成
で
あ
か
り
の
こ
み
ち
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
二
部
で
は
長
谷
川

等
伯
を
語
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
。
等
伯
美
術
館
と
し
て
有
名
な
、
石
川
県
七
尾
美
術
館
の
北
原
学
芸
員
と
地
元
等
伯
会
の
代

表
が
等
伯
の
魅
力
に
つ
い
て
語
り
、
今
回
初
め
て
披
露
さ
れ
る
等
伯
の
作
品
が
美
術
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
話
は
尽
き
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。
三
部
で
は
、「
秋
の
夜
長
の
た
の
し
っ
く
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
題
し
て
、
七
尾
市
出
身
で
現
在
Ｂ
Ｓ
フ
ジ
「
レ
シ
ピ
・

ア
ン
」
の
メ
イ
ン
Ｍ
Ｃ
で
あ
る
バ
ス
バ
リ
ト
ン
の
北
川
辰
彦
氏
が
歌
声
を
披
露
し
た
。
毎
年
入
場
は
無
料
、
今
年
も
本
堂
い
っ
ぱ
い
に

三
百
人
を
超
す
多
く
の
方
々
が
秋
の
夜
長
を
楽
し
ん
だ
。
こ
の
模
様
は
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
な
な
お
に
よ
っ
て
放
送
さ
れ
た
。

「
あ
か
り
の
こ
み
ち
」
か
ら
学
ぶ
も
の
（
企
業
主
導
型
社
会
包
括
例
）

　 ・
会

　 場

　 七
尾
市
小
島
町
地
区
山
の
寺
寺
院
群

　 長
谷
川
等
伯
生
家
菩
提
寺
本
延
寺
会
場

　 ・
期

　 間

　 二
〇
一
五
年
（
平
成
二
十
七
）
九
月
二
十
七
日
（
日
）
十
七
時
三
十
分
〜
二
十
時
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　 ・
内

　 容

　 能
登
ふ
る
さ
と
博

　
　
　
　
　
　 長
谷
川
等
伯
を
偲
ぶ

　 六
百
基
の
あ
か
り
が
山
の
寺
に
灯
る

　
　
　
　
　
　 あ
か
り
の
こ
み
ち
コ
ン
サ
ー
ト
・
長
谷
川
等
伯
を
語
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ
・

　
　
　
　
　
　 秋
の
夜
長
の
た
の
し
っ
く
コ
ン
サ
ー
ト

　 ・
目

　 的

　 能
登
ふ
る
さ
と
博

　 長
谷
川
等
伯
を
偲
ぶ

　
　

　 ・
主

　 催

　 山
の
寺
寺
院
群

　 あ
か
り
の
こ
み
ち
実
行
委
員
会

　 ・
後

　 援

　 Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
な
な
お
・
北
国
新
聞
社

　 ・
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業

　 の
と
共
栄
信
用
金
庫

　 地
元
企
業
数
社

　

　 ・
広

　 報

　 Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
な
な
お

　 地
元
新
聞
社
予
告
記
事

　 ポ
ス
タ
ー

　 チ
ラ
シ

　
　
　
　
　
　 市
内
対
象

　

　 ・
運

　 営

　 山
の
寺
寺
院
群
あ
か
り
の
こ
み
ち
実
行
委
員
会
（
小
島
地
区
青
年
団
）

　 ・
対
象
者

　 地
域
住
民
・
市
内
住
民

　 一
部
市
外
住
民
（
毎
年
の
参
加
者
）

　 ・
特

　 徴

　 毎
年
様
々
な
分
野
の
音
楽
・
劇
・
舞
・
笛
な
ど
の
協
演

　
　
　
　
　
　 等
伯
（
美
術
館
含
む
）
に
関
す
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
　
　
　
　
　 リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
、
五
十
代
・
六
十
代
の
来
場
者
半
数
を
占
め
る

　
　
　
　
　
　 運
営
の
青
年
団
員
が
駐
車
場
・
六
百
基
の
灯
り
管
理

●
今
後
の
課
題

　 第
六
回
を
迎
え
て
催
し
の
構
成
面
の
工
夫
が
必
要
。
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　 市
の
助
成
金
は
、
あ
て
に
し
つ
つ
も
な
く
と
も
出
来
得
る
運
営
面

　
　 地
元
青
年
団
員
の
人
数
減

　 ス
ポ
ン
サ
ー
広
告
企
業
・
協
力
企
業
が
重
な
っ
て
し
ま
う
。

　 演
出
者
探
し
（
予
算
等
の
関
係
も
含
む
）

　 運
営
企
画
が
一
人
の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
な
な
お
局
員
が
行
っ
て
い
る
、
そ
こ
か
ら

　 地
元
の
青
年
団
へ
の
協
力
要
請
の
流
れ
で
あ
る
。

　 以
上
三
つ
の
過
疎
地
域
寺
院
を
取
り
巻
く
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
寺
院
の
み
な
ら
ず
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
、
そ
の
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
市
町
村
や
企
業
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
元
の
人
々
（
地
域
住
民
・
壮
年
会
・
青
年
団
）
の
協
力

を
得
て
、
地
域
と
人
を
巻
き
込
む
形
な
ど
様
々
な
事
例
を
紹
介
し
先
行
事
例
と
し
て
現
調
査
を
ま
と
め
て
み
た
。

ま
と
め

　 過
疎
地
域
寺
院
の
活
性
化
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
は
、
今
後
の
社
会
状
況
か
ら
も
急
送
に
変
化
し
、
寺
院
の
護
持
・
維
持
運
営
は
相
当

厳
し
さ
を
増
す
と
考
え
ら
れ
る
。
何
も
な
す
す
べ
な
く
無
策
の
ま
ま
待
っ
て
い
て
も
今
以
上
の
事
は
何
も
な
く
、
衰
退
あ
る
の
み
。
将
来

は
何
も
期
待
で
き
な
い
。

　 信
仰
の
継
承
や
広
宣
流
布
の
為
、
日
々
の
努
力
と
精
進
は
大
前
提
と
し
て
踏
ま
え
た
上
で
、
寺
院
の
護
持
、
維
持
運
営
と
い
う
面
で
過

疎
地
域
人
は
も
と
よ
り
、
都
市
部
の
寺
院
も
活
性
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
寺
院
を
取
り
巻
く
環
境
は
今
後
一

段
と
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
考
え
る
。

　 現
在
、
過
疎
地
域
寺
院
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
い
ず
れ
都
市
部
の
寺
院
を
も
取
り
巻
く
環
境
と
な
り
え
る
。
都
市
部
の
寺
院
は
、
信
仰
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継
承
の
継
承
問
題
や
人
間
関
係
の
希
薄
化
、
寺
院
と
の
関
係
性
の
希
薄
化
に
よ
っ
て
悪
化
す
る
加
速
度
は
早
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り

過
疎
地
域
寺
院
が
先
に
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
於
い
て
、
必
死
に
何
を
為
す
べ
き
か
を
模
索
し
て
い
る
状
況
下
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

　 今
後
、
過
疎
地
域
寺
院
、
都
市
部
の
寺
院
に
於
い
て
も
様
々
な
取
り
組
み
は
必
要
と
さ
れ
、
必
然
的
に
取
り
組
ま
な
い
寺
院
は
今
後
の

存
亡
を
も
左
右
す
る
時
代
が
、
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
発
表
は
、
様
々
な
過
疎
地
域
寺
院
活
性
化
に
向

け
た
様
々
な
事
例
を
現
地
調
査
し
分
類
ご
と
に
仕
分
け
し
て
取
り
上
げ
失
敗
例
な
ど
も
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
り
組
み
方
や
改

善
点
な
ど
皆
さ
ん
が
御
自
坊
で
の
試
み
の
際
に
役
立
て
ら
れ
る
事
例
報
告
の
資
料
と
な
れ
ば
幸
い
と
思
う
。
寺
院
の
活
性
化
を
試
み
る
時
、

様
々
な
環
境
に
応
じ
て
活
性
化
策
を
奉
ず
る
べ
き
と
筆
者
は
考
え
る
。
少
し
だ
け
前
に
進
ん
で
試
み
た
方
々
か
ら
教
わ
る
こ
と
は
多
い
。

自
分
達
に
、
そ
し
て
寺
院
に
応
じ
た
取
り
組
み
方
を
模
索
し
て
頂
き
た
い
と
願
う
。
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